








































所得金額 郡・町村名 姓名 職業
4,743 円 雑太・相川町 秋田藤十郎 商・地主
4,296 加茂・小田村 梶井五郎左衛門 地主・酒造
3,872 雑太・相川町 幅野長蔵 商・地主
3,654 　〃・〃 大島高任 鉱山局長
2,450 　〃・〃 松栄治作 商・地主
1,350 　〃・〃 渡辺渡 鉱山技師
1,316 〃・河原田町 中山五兵衛 酒造・地主
1,291 羽茂・宿根木村 佐藤伊左衛門 廻船・地主
1,205 雑太・沢根町 青野半五郎 廻船・酒造・地主






明治23 116円 770円 635円 1,521円
〃　24 90　 1,049 　 478 　 1,617　 
〃　25 92　 1,003 　 430　 1,525　 
〃　27 450　 1,156 　 430　 2,036　 
〃　28 533　 1,164　 431　 2,128　 
〃　30 639　 1,158 　 431　 2,228　 
〃　33 433　 959　 500　 1,892　 
〃　34 318　 959 　 700　 1,977　 




























































年代 田 畑 計 分米高
元禄 7
町 反 畝 歩 町 反 畝 歩 町 反 畝 歩 石 斗 升 合 勺
8.19 8.19





明治 23 15．3．4．04 6．0．7．15 21．4．1．19
明治 35 12．6．7．08 9．9．0．01 22．5．7．09
　伊藤伊左衛門家文書より作成
表３　佐藤伊左衛門家の土地所有の推移
廻船の村「宿根木」のその後
ー 51ー
　　家の７０歳を超した老齢の翁は、割
さき
織の仕
　　事着を軽々と着込んで、壮者を凌ぐ気力を
　　以て炭焼に従事しているのである。金儲け
　　の為ばかりなら、もう疾うに、こうした労
　　働を罷めてもよい境涯にありながら尚経済
　　活動を続けている姿を見せつけられると、利
　　潤追求だけが経済活動の唯一の動機でなく
　　て、仕事自体に対する興味や創造的なもの
　　に対する歓喜に依って動かされていること
　　が理解出来る。翁が、6年前に其孫穣君入
　　営記念として移植した杉苗千七百本は、今
　　では、見事に成長して蒼々として林立し、　
　　根元周囲１尺４，５寸、丈４間に及ぶものが
　　許多ある。6年では、根元 1尺内外、丈２
　　間位が普通と云われているが、地味の肥沃
　　と丹念に雑草を刈取った翁の丹精が此好成
　　績を齎したのである。
2.3 横井戸等による水源確保によって開田事業を
推進した高津庄兵衛家の場合
　宿根木は廻船持ちの村として栄えたので、農
業にはあまり目を向けてこなかった。寛政 12
年（１８００）の「宿根木村明細差出帳」によ
ると、水田が２町４畝５歩、畑が２９町４畝
２４歩となっており、畑は別としても水田は約
１０軒が所有しているのみであった。ここに
１２０軒、約６００人が住んでいたことになる。
　ところが、廻船業の衰退によって土地に目を
向けざるを得なくなった。初めは各自が溜池を
設置し、天水を溜めて小規模な開田を行って
いたが、しばしば旱魃にみまわれて思うような
収穫が得られなかった。そこで、大正５年に吉
ケ沢や称光寺川などから水路を掘って川水を引
くことによって用水を得ることが出来るように
なった。ここに至って、翌６年１２月には高津
庄兵衛家の当主昇之助が中心となって、約１０
名で宿根木開墾組合を組織して開田事業が進め
られることになった。同１４年の組合員数は
５１名で、組合長が高津昇之助、第１部長が熊
谷長太郎、第２部長が高藤好治、第３部長が石
塚豊吉となっている。この間７号江まで開削し、
総延長が５２２０余間（約９，４４８メートル）、
横井戸も４箇所で２０４間（約３６９メートル）
に及び、作付面積も約３０町歩（約３０ヘクター
ル）となっている。その経過をまとめると概略
表４のようになる。
　次にそれぞれの江の工事費と工事監督者につ
いてみると、吉ケ沢江の開削が１４０円　（工事
監督者　熊谷長太郎）、第１号江が８５０円（内
隧道１７０円）（同　石塚英太郎・石塚慶太郎）、
第２号江が２，３００円、第３号江が３，４３０
年 作付面積 工事の概要
大正
　５年 １町歩 吉ケ沢江開削
　６ ４町歩 第１号江開削（２７間半の隧道）
　７ ５町歩 同上
　８ １１町歩 第１号江（溜池）・第２号江開削（３９間半の隧道）
　９ １８町歩 第３号江（横井戸）・第４号江・第５号江（横井戸）開削
１０ ２３町歩 第３号江（横井戸延長と新たな開削）
１１ ２５町歩 同上
１２ ２６町歩 第６号江開削
１３ ２７町歩 第５号江（横井戸延長）
１４ ２８町１反歩 第７号江開削
　表４　大正期の開田事業の概要
写真２　新田開墾記念碑（昭和１０年１月建立）
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円（外に土管渡し２２０円）（同　熊谷長太郎）、
第４号江が２，７９３円（同　高藤好治）、第５
号江が３，２４２円（同　高津金松）、第６号江
が１，１００円、第７号江が１，３２０円（同　
高津金松）となっており、その他の経費を含め
た総経費は１６，３８５円となっている。　
　しかし、降水量の少ない年には旱魃に苦しめ
られ、水源確保の努力が続けられた。例えば、
昭和２年には第１号江に横井戸を掘削し、翌３
年も第２号江と吉ケ沢江に横井戸を掘削して水
源の確保はほぼ実現したようである。
　さらに昭和３年８月には、高津昇之助・吉川
寅松・藤本留吉・藤本嘉吉・有田長太郎の５名
が発起人となって宿根木新田開墾組合が組織
された。これは、新田大久保に２００間（約
３６２メートル）の横井戸を掘削し、用水を引
いて灌漑しようというもので、高津組合長自ら
設計に当たっている。横井戸の岩部の掘削は西
三川村小立（現佐渡市大小）の金子広が請け負
い、同年８月に起工し、同８年７月に竣工して
いる。この間幾多の紆余曲折はあったが、横井
戸が２３０間（約４１６メートル）、暗渠が２０
間（約３６メートル）、工費約４，６００円を費
やして４町歩（約４ヘクタール）の水田を潤す
ことになったわけである。
　宿根木が開墾事業に成功した理由は何だった
のだろうか。その第一は横井戸の開削である。
横井戸により灌漑を行っている地域は、富山県
の氷見や瀬戸内海沿岸など各地に見られる。し
かし、これらの地域の横井戸は、いずれも自然
の勾配を利用して導水するか普通の井戸の下部
から横に枝わけして湧水量を増やすものである。
それに対して宿根木の横井戸は、断層に向かっ
て横井戸を掘り、湧水を導く手法である。測量
機器の十分でない時代に、経験と勘に頼って水
脈を掘り当てるには大きな損失も覚悟しなけれ
ばならなかったはずである。それを見事にやり
遂げた技術に驚嘆しないわけにはいかない。
　第二の理由は、県からの補助金を断られたに
もかかわらず、自己資金で実行を決意し、やり
遂げたことになる。この開墾事業を始めるに当
たっては、当時の古城小木町長が県庁の技手を
案内して現地を視察しているが、県では、開墾
の見込みが少ないとして補助事業から外した経
緯がある。しかし、宿根木の人々は諦めなかった。
その裏には、高津昇之助を初めとする指導者の
力と、それに協力した地域民の信頼関係があっ
たように思う。
３　考察にかえて
　社会や経済構造の転換によって、「むら」や「ま
ち」が大きな困難に直面する例は歴史上めずら
しいことではない。問題は、その困難にどう立
ち向かったかである。ここでは、その典型的事
例として宿根木を取り上げた。ただ、ここでは
佐藤家・有田家・高津家・石塚家の資料を中心
にまとめて紹介したに過ぎず、「宿根木村」全体
については言及できなかった。最後に、資料調
査に快く応じていただいた上記の各家、特に土
蔵の中まで自由に調査させてくれた有田家・石
塚家に対して、衷心より感謝申し上げたい。
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